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島津電子分析天びん

AEL-200

取 扱 説 明 書

この文書をよく読んで正しくご使用ください｡

いつでも使用できるように大切に保管してください｡

⑳島津製作所

試験計測事業部



製品保証について

このたびは本機をご購入くださいましてありがとうございます｡

当社は本機に対し, 1カ年の製品保証をいたしております｡

万一,保証期間中に当社の貴により故障を生じた場合は,その修理または部品の代替を無

償で行います｡
ノ

ただし,つぎに該当する故障の場合はこの対象から除外させていただきます｡

1)誤ってお取り扱いになった場合

2)当社以外で修理や改造などが行われたためになる場合

3)故障の原因が機器以外の理由による場合

4)高温多湿,腐食性ガス,振動など,過酷な環境条件の中でご使用になった場合

5)火災,地震その他の天災地変による場合

6)いったん据付けた後,移動あるいは輸送された場合

7)消耗品およびこれに準ずる部品

アフターサー
tt

スについて-

故障と考えられる場合には,まず｢7.故障対策+の項をお読みください｡それでも事態

が改善されない場合には,下記のサービス会社ヘご連絡ください｡

サービス会社名(所在地) 電話番号 FAX

東京■島津科学サービス(札幌) (Oil)-242一讃光追 めll)-242-a文通

東京島津科学サービス(仙台) 郎野｢261A812 (022)-268-38fD

東京島津科学サ-ビス(富山) (076H93-90Ol (076)ASS-9081

東京島津科学サービス(東京) (O3>5$20-3277 (03)-38648191

罪責メジャ.-(川崎) (棚>966-3096 く甲4)-966,8694

京恭串津計測サ-ビス(名古屋) くO52H5王A621 (O52)A51A641

京赤鼻津計測サービス(京蔀) (O75)冶12-7eOl (075)渇12-7003

カンサ(大阪) (嘩将71-5234 (㈲塙3711918ナ

西El本島津科学サービス(福岡) (均一鎚2-7571 (092)胡2-7572

松下菜館所(福岡) (略291A382 (092)-272-338O



安全に関する注意事項

注 記

この取扱説明書では,警告内容を次のように規定しています｡

皇室画 その事象を避けなければ,軽傷又は中程度の傷害を負う可能性のある場

合,および物的損害の可能性のある場合に用いています｡

注 記 装置を正しくご使用していただくための情報を記載しています｡

AEし200を安全かつ支障無くご使用いただくために,次の各指示事項にご注意ください｡

冬草旦 AEL-200を危険領域*で使用しないでください｡

供給電源電圧がヒューズホルダー部の表示電圧と合っていることを確認して

ください｡

AEL200には当社が用意したオプション及び周辺機器を使用してください｡

指定されたオプション以外のものをまちがって使用しますと,天びんが正常

に作動しなくなるおそれがあります｡

AEL200は堅牢な設計になっていますが,精密機器です｡従って,取扱いを

注意深く,ていねいに行うことにより,長期間故障なく使用していただくこ

とができます｡

* 引火性のあるガス,液体,粉塵などの漂うところ等｡
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1.は じ め に

島津電子分析天びん AEL-200

ひょう量 200g

読取限度 0.1mg

AEL-200は,高精度で信頼性の高い測定ができる下ざら形の電子分析天びんです｡この天びん

の入出力を用いたひょう量システムでは,コンピュータとのコミュニケーションによるデータ処理

が可能で,高精度のひょう量情報を容易に得ることができます｡

2.す え 付 け

2.1 使 用 場 所

1)しっかりした台で,振動源が近くにないところ｡

2)すきま風がなくて,人の出入が少ない場所｡

3)室温が大きく変化しない部屋で,極端な低湿度,高湿度をさけてください｡( 20-30oC

が望ましい室温です)

4)直射日光,暖房器具等の熱源から離れている場所｡

5)腐食性のガスが周囲にない環境｡

6)磁界,電界を発生する機械が周辺にない場所｡

2.2 解 梱

梱包ケースから天びんを取り出し各部品を照合してください｡

1)天びん本体

2)さ ら /｢

3

1

2

3)電源コード 5

g6,',等号;/77;磨
7)検査票

2.3 電源電圧の確認

天びん設置場所の電源を確かめ,天びん

後部記載の電圧と照合してください｡

注 記 梱包ケースは,再輸送のとき必

要ですから大切に保管してください｡

蚕室亙,1-,)-7L表示が出ているときは,
電源を抜いたり,天びんを移動し

たりしないでください｡故障の原

因となることがあります｡

図 2
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2.4 天びんの組立

1)保護シートの取除きと輸送止メの解除

上ケースを外した後保護シートを外し,再

び上ケースをかぶせてください｡ひょう量室上

部にある輸送止メネジを矢印の方向へ止まる

までゆるめます｡

@

輸送止メネジ

フック

ドライバー

図 3

2)つり芯をフックにかけます｡

フックが中'L､にきていない時や傾いている

時は,中央でまっすぐになるよう修正してく

ださい｡

また,方向は360度自由に回転できます｡

3)天びんの水平合わせ

前2ケ所のレベルスクリューを使用して,

気泡が赤丸の中にくるようにしてください｡

赤丸

赤丸

水準器

良 不可

気泡

@ @

蛋…喜惑

-
2-

0

/

◎

図 5

上ケース

保護シート

図 4

レベルスクリュー



3.仕 様

ひょう量 200g

読取限度 0.1mg

風袋消去範囲 0-200g

内部分解能 0.01mg

ゼロ点表示

(センターゼロ)

士0.02mg

平均化時間 1.6/3.2/6.4秒選択式

安定検出幅 0.1/0.3mg選択式

標準偏差 0.1mg

直線性 士0.2mg

校正用分銅 内蔵(密度:8.Og/cm3)

感度(スパン)の安定度
(10-30℃)

使用周囲温度

自動校正ON時:士1.5×10‾6に自動詞整

自動校正OFF時:温度係数士2×10‾6/℃

5-40℃

さら寸法 ¢90mmxlO5mm

さら上高さ 180mm

ひょう量室寸法 200幅×160奥行×200高さ

本体寸法 220幅×400奥行×360高さ単位mm

電源

電圧

周波数

ACIOO/117/220/240V

-15%-＋10%

50/60Hz

消費電力(測定時) 20VA

重量 約11kg

応用測定

(オプションの応用測定

キー使用)

①パーセント換算

④正味総量測定

入出力
シリアル入出力(TTLレベル),応用洩定キー入力

RS-232C入出力(オプション)

- 3-



4.構
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① 天びん本体

④ つり芯とさら

㊥ 水 準 器

④ レベルスクリュー

⑥ 電源スイッチ

(む TAREボタン

図 6
⑦電源コネクタ

⑧ ヒューズホルダ(予備ヒュ-ズ1本付)

⑨ーコネクタ8P(DATA I/0)

酎o

ll 7

図 7

8

5
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⑲ コネクタ7P (KEY BOARD)

⑪ 電圧表示ラベル

⑲ STAND-BYランプ



5.操

5.1

作

電源スイ ッチ

!9
くっ
I一■▲○･l†

◎
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電源コネクタ 電源スイッチ

/
■■

甘

■■ 呂
■■

t■

■■ 冒 I

/ ㌔
ヒューズホルダ 赤い線

電源コネクタ

一天びんパネル

図 8

OFF

ON

このスタンバイランプは電源スイッチがOFFで,電源プラグがコンセントに接続されているとき点

灯しています｡

通電の程度は次の表を参考にしてください｡

使用頻度 天びんの電源スイッチ 電源コンセント

毎日数回以上使用する｡ ONのままにして 使用しないときも,電源

.おく｡
コードをコンセントに抜

探しておき,建物配電盤

の電源も切らない｡暖機
毎日1回程度から2-3 使用の毎にONに

日に1回使用する｡ する｡ 状態のときは,カバーは

かぶせないでください｡

1週間以上使用しない｡ 使用の毎にONに 通電しないときは,電源

する｡ コードをコンセントから

はずしておき,本体にカ

バーをしておく｡

注 記 (1)高精度維持のためには,連続通電して､暖機状態を保持するのが最適です｡

(2)電源スイッチがOFFであっても暖機状態を保つため電流が流れます0

し3)暖機状婁のときは,カバーはかぶせないでください｡

(4)電源スイッチをOFFにするときは,必ず質量表示のときに行ってください｡質量表示以外

の時にOFFにしますと表示が消えないことがあります｡そのときは電源コ-ドをコンセント

から抜いてください｡その後,電源コードをコンセントに接続しておいてください｡

-
5
-



5.2 天びんの始動

ぎ_o'L7
,5t
t7.,571JnJi;I,t7.:yo

J‾ロJ
L∫′ L

一9 LT;'LILa t7,17.

電源スイッチON(全セグメント点灯)

荏:さら上に物が乗っているときは,降し

てから電源を入れてください｡

校正中です(スパン校正中)

測 定 OK

センターゼロ :ゼロ点が正確なときにあらわれます｡

安定インジケ一夕:表示を読み取ってもよいときにあらわれます｡

天びん始動後の暖機時間

始動前の状態 暖 機 時 間

ー /
′

/

蛋≡惑0

コンセント

b

a Q

電源コード

スタン′ヾイランプ点灯

電源コードがコンセントに接続

されている｡

(暖機用電涜が流れている｡)

天びん始動後すぐに測定0壬く

症:スタンバイランプが点灯していても,

3時間以上通電された後でないと,十

分暖機されません｡

/
コンセント

q

a D

Q

O n

賀≡頚 0 電源コ-ード

電源コードがコンセントに接続

されていない｡

(暖機用電流が流れていない｡ )

ユ.高精度測定のとき

1時間以上の暖機をしてください｡初回

の測定前に必ずスパン校正(5.5.1)参照)

を行ってください｡

2.高精度測定が必要でないとき

天びん始動後すぐに測定OK

-
6
-



5.3 は か り 方

1)一般的なはかり方(未知試料の測定)

_｡

.i-I.L7L';'t;Iur'.

ナ

7,l7-I._-7,_3--

j 7E;1.ヨE-t占与.

2)比較測定

/ 7E;I.3L3古5.

_o

.17.L7,'_7.I_-,'L7.

ー 7,I-]L.=7L--1古与.

j
,I_Z71L7
a∫ 1-I I-I -tl-I

I.1J tJコL-I.

ー L-,I.,=7i-,'B73f-.●-I

重い試料

軽い試料

ガラス扉を閉めます｡

TAREボタンを押しセンターゼロを確認してくだ

さい｡ TAREボタンは2秒以上押し続抄ないでく

ださい｡

ガラス扉をあけ試料を載せます｡

表示が大きく変化中です｡表示が安定してきます

と, 0.1mg桁までの表示が出ます.

安定インジケ一夕が出たら読み取ってください｡

ガラス扉が開いていると,安定インジケ一夕は出

ません｡必ず閉めてください｡

基準試料を載せます｡

安定インジケ一夕があらわれたら, TAREボタン

を押します｡

センターゼロを確認してください｡

基準試料をおろします｡

別の試料を載せます｡

基準試料からの偏差が表示されます｡

重いときは＋,軽いときほ-の表示がでます｡

-7
-



3)定量はかり取り
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5.4 測定条件の設定

1)

2)

ー0

.17..17,'J-'Z;'L7.

,t;151
IL-I / ,_-1t

TAREボタンから手を

離してください｡

天びん表示は表示例

の3)-13)のように変

化します｡目的の表

示があらわれたところ

でTAREボタンを押

して離してください｡

TAREボタンを押してください｡

試料を少しずつ載せてください○

表示が変化し始めています｡

表示が大きく変化しています｡

目標値の近くになったとき試料の投入をやめ,少

し待ちます｡

0.1mgまでの表示がでました｡

修正が必要ならつぎたします｡目標以内なら

ば扉を閉めます｡

安定インジケ-夕があらわれたので,表示を読み

取ってください｡

注 記 :扉が開いたままでは,安定インジケ-夕

は出ません｡

TAREボタンを3秒以上押しつづけてください

現在の測定条件が表示されます｡

,t7_-7tL-I/
1:lI

中朝ヒ時間 安定幅 ゼロドリフト補正ON

測定条件をあらわすものとして次のようなものがあります｡測

定条件との対応は次のとおりです｡

平均化時間 安定幅 ゼロドリフト補正

Al- 1.6秒 P卜す0.1mg d-On

A3- 3.2秒 P3- 0.3mg なし一OFF

A6- 6.4秒

- 8-



3)

4)

5)

6)

7)

8)

9)

10)

ll)

12)

13)

14)

注

｢ n ∫

L∫一 L

/=I-
I.0

J｢

∫ ∫

Jl_
_ココ∫J
_∫.L

Jl一亡LJ
JI

LJ. ∫

13-

,1l.1t
∫

_

_Jlコ
I-I

I I_(.
_I

-I
-

,17,7
LJ

i-I
-

i7II=F
∫

tL-I ;_-Ill,Ill_

,I-?i-,L7IL
unr,

.F;'L-
:-7,iL7F

ー0

,17.L7!3,I;I,17.

記

スパン校正

平均化時間

1.6秒

平均化時間

3.2秒

平均化時間

6.4秒

安 定 幅

0.1 mg

安 定 幅

0.3 mg

ゼロドリフト補正
ON

ゼbドリフト補正

OFF

内蔵分銅校正

自動校正

ON

自動校正
OFF

通常表示に

復帰

操作例 平均化時間を6.4秒にする｡

_o L7.L7,'J-I,;'L7.

,i?_I,I
{-/ilI_-ll

｢I｢ ∫
L n L

JI J｢
n

-

I.a

Jl
- - - -

=
_∫.L

_I _I

I-7
-

IIj.'71
JJ

_o L7.L7.'J-I.I;'L7.

3秒以上TAREボタ

ンを押す｡

現在の測定条件

平均時問 3.2秒
安定幅 0.3mg

ゼロドリフト補正ON

TAREボタンを押す｡

平均化時間が, 6.4秒

に設定され測定開始
OK.

自動校正を

OFFにした

ときの表示
j i-;L]-I.E7LLILL7I-II:

>マーク

が2ケ点
灯する｡

(1)平均化時間,安定幅は電源をOFFにしても設定値は保持されます｡

(2)自動校正,ゼロドリフト補正は,電源ONにより, ONに設定されます｡

(3) 1回の操作で1項目の選択ができます｡複数項目の選択は,必要回数くりかえし行ってく

ださい｡
/‾■-

(4)平均的な測定条件の設定はA-3.2,P-0.1です｡ Aを小さく, Pを大きく設定すれば,測定

時間が短かくなりますが,精度は粗くなります｡特別な事がない限り,ゼロドリフト補正ON,

自動校正ONでお使いください｡

(5)安定幅の選択により扉を閉じた後,安定インジケ一夕がでるまでの時間が異ります｡精度

よりも測定時間を優先し,すばやく読取りたい時･データ転送開始までの時間を短くしたい

時などは安定幅をP-0.3(0.3mg)に設定してください｡

-
9-



5.5 校 正

㌔芸
ヤ

A
団

TAREボタン

最終桁o.1mg-0.5PPM( 200g測定の場合)

図 9

天びんスパンの温度係数は± 2ppm/℃以下に調整されていますが,ひょう量200gに対して,

最小表示の0.1mgは0.5pprnに相当しますのでわずかな温度変化でも測定誤差を生じることが

あります. (スパンの温度係数± 2ppm/℃は,電子分析天びんの一般的な水準です｡ )このた

め天びんを使用している部屋の温度が変化して再校正が必要になったとき,自動的に天びんが

スパン校正を行います｡ (自動校正OFFに設定した場合及び試料が乗ったままの場合を除く｡ )

もちろん手動スタートによる校正も行えます｡

重奏垂‥,1-F;,L表示が出ているときは,電源を抜いたり,天びんを移動したりしないでください｡
故障の原因となることがあります｡

1)手動スタートによる校正

①

㊨

④

④

-o

.1-I.L7L7E;'t;1.

,/-7=7
F I' L-,1

i-i;'L∫

一0

,Ll.L7i;'E;'ur'.

-10-

さらの上のものを降した後, TAREボタンを3

秒以上押してください｡

TAREボタンから手を離してください｡

TAREボタンを押してください｡

約1分半この状態で待ちます｡

スパン校正が終り,測定OK



2)自動スタートによる校正

j
117.,'_7E!._3占.

,I-7L-,L7L

｢ n ∫

L n L

_o L7..17.'J-1,I;'L7.

〔

自動スタート校正は次の条件がそろったとき行

なわれます｡

① 天びん表示がゼロ付近( ±10mg未満)

④ 温度変化または約4時間の経過があっ

たとき｡

自動スタートによる校正が始まることを表わし

ています｡

測定を中断したくないときはすぐにTAREボタンを

押してください｡(A CAL表示がでている約20秒間)

スパン校正が始まっています｡約1分半待ちます｡

スパン校正が終り,測定ができます｡

さらに試料があるとき,次のようになります｡

ロ ｢ロJ
= LJJL

ド l｢ ∫

L n L

I1-,L7L
i,I-I

: EuD.7
]L_-:'5.

ー0

,1:.i,'''JI
IuILEE.

F;'
Lr-17.i
I- 1-1 I

L n L

,1-tLJ?i
,_i--,=l

〔

校正不能を示しています｡試料をおろせば自動

スタート校正が始まります｡

ひょう量作業中にTAREボタンを押すか,読

料をさらからおろして,表示が±10mg未満

になったとき,自動的に校正が始まることがあ

ります｡

測定を中断したくないときはすぐにTAREボタンを

押してください｡(A CAL表示がでている約20秒間)

さらに試料が載っています｡校正がストップし

ましたので,試料をおろしてください｡

5.6 応 用 測 定

1)はじめに

特別付属品の｢応用測定キー+を併用しますと,次のようなモードでの応周測定が簡単に

行なえます｡

-ll-

〕

〕



2)天びんとの接続

図10

3)構 造

i

㊥拒
;令
㊨
Ej@

令

●

応用測定キーを付属のケーブルで,天びん

と接続します｡

応用測定キー接続コネクタ(KEY BOARDと

記載されている7Pコネクタ)

合計呼び出し

≒垂壷妄表≡
A也_ (OT

ケ-ブル

PRINT (出力転送)

TARE (gと%単位

で風袋消去)

叫

▲物

メモリーに加算し,表示を

ゼロにする

′切

tタ

.1r

%とgの切替

-12-

態＼

%設定(基準重量の100%設定)

図11



4)使い方

(1) %単位で質量測定をすることができます｡ (最大999.99%まで表示可能｡最小基準質量

100mg以上)

笛匝頭匝豆のキーを-て次のような測定ができます｡

測定例1.基準質量と試料質量の比を%で測定するとき

j 7毘ヨEIE,5,

＋ LnL-Inl-1
o/o

-- JリU.LI !+

-

十
J｢ L｢ I｢
U･I_1 I_1

%

一ナ'-I'5.ヨl

%

さらに,基準となる試料を載せます｡基準試料

は100mg以上にしてください｡

( 100mg未満では%設定できません｡ )

園キ-を押してください｡
基準試料の100%設定ができました｡このとき

%マークが点灯し>マークが消えます｡

基準試料をおろしてください｡

他の試料を載せてください｡

基準質量との比が%単位で表示されます｡

測定例2. %単位で比較測定をするとき

_

＋

_-?,I.,_='L7=-,'L-I.

--･-○

＋ Ij-InI-LL-I
%

l U l_I.I_I I_I

L-I I-I ”
ーO u･uU

%

%

ー

I'_LIL;''7'
ナ

ー

i-I 1=!
J･ ∫ J

%

-13-

さらに基準試料を載せてください｡

盟 を押してください｡

TARElを押してください.

基準試料をおろして,他の試料を載せてくださ

い｡ %単位で,比較ができます｡

基準試料より重い例です｡



測定例3.水分率測定をするとき

十

I

I-I'.

_=!,5,L7
I-I

J.

十 1 nL-1L-I ll
- L I_I I_I.I_I I_1

%

- o L7｡L7L7
㌔

㌔
- - -

∫ J ∫ ∫
一-

J=I._-I C)

測定例4.係数の設定にも使えます｡

十

-

=l I-I I-I I-I I-I
∫
.IJ
∫ ′∫′ IJ

- - - - - >

十

～

I n 1-I I-I I-I
%

∫ ULI｡リ!+

任意の試料質量を扶取してください｡

蛋 を押してください｡

L*を押してください｡

試料を乾燥させてください｡

乾燥が終ったら測定をしてください｡水分率が

一極性で表示されます｡

水分率の測定のはかに,吸湿,その他の変化量

測定に応用することもできます｡

2g分銅(±0.1mg )を載せてください｡

盟 を押してください｡
これで10カラットを100.00で表示することにな

ります｡

20gで設定すれば, 100カラットを100.00で表

示します｡

注 記

測定例5. %単位からg単位-戻すとき

j I-1t5｡ヨIt
%

-14-

%表示の最終桁が0.1mg以下をあらわすよ

うな場合, (1g未満を100%にセットしたと

き)最小桁に測定誤差を生じることがあります｡

%単位で表示されています｡

妬を押してください｡



J
=75.5'L;5'7.

g単位へ戻ります｡

100 %の設定値78.3265gは,天びん 乙く
ヽをOFF

にしない限り,記憶されていて,匝キー
を押せばいっでも%単位で使用できます｡

基準試料を変更して%単位で淵定するときは,測定例1の手順に従ってください｡

(2)正味総量測定

[塾頭亘]匝 キーで正味総量測定が簡単にできます｡

測定例 数種類の試料をはかりこみ,その合計値が必要なとき｡

j
L'._n3.B古L37.

ーO L7.unLj-ILi-I,17.

j
,I.
I-,I

_t7

r｢
ココ.

I-1 n I-J I-tn
二O I_i･Li-Li I'JILi.〟

言十 5･E占'-''Ei-I.

I-IL7 I-I tl I-I
-0 I_i.1J LI Uq Ll.
〟＼

/ 古.7占DI.

容器を載せてください｡

TAREIを押してください｡

試料Aをはかりこんでください｡

担塾生型を押してください｡

表示が0になりMマークが点灯します｡

試料Bを試料Aのうえにはかりこんでください｡

担塾生9至皿を押してください｡

以後は試料のはかりこみと[車重萱]操作
を繰り返してください｡

LT9三重旦を押せば容器内の正味総量が表

示されます｡不足したときは,このまま追加し

て所定量にしてください｡さらに協議可

を操作してはかりこんでいくこともできます｡

(3) %単位と正味総量測定の併用ができます｡

測定例 試料Aの成分a, b, cの配合比率が67%, 29.5%, 3.5%と定められており,

この配合比率通りの試料を20g作成するとき｡

-15-



ー＋ I,_”_-7..5'占L--'7.

_｡ L7.unL7ufTLL7.

--I

＋

,:i ,'7.,t7,I-j]7
,8-If

- - - - -
- >

＋ H-Ll-1rll-I
- 1 1J I_I.I_1 LJ

%

十

ー■

1｢ 1｢rl
Lトリリ

%

%

-I

＋

,_i-,7.Lr;JLr;1

%

.

州

＋ I-I I-L I-I

LJ.1J L†

-●･

州

＋ =I L-1 1= I-I
_ J._JL†1

%

%
ナ n I-I I-I

3 l_l･ I_I 1_I

- - -

_IL
!!

%
十

1 =1.
_i
tJ

糾

%
チ J｢ J｢ J｢

i U･ I_I I_I

/
,'L7L7.L7,LJ-I

%

-･+I

＋

,=',t7.,'7,'-,I,'7,'7- - J- - -
- >

容器を載せてください｡

垣垂司を押してください｡

20g分銅を載せてください｡

笛 を押してください｡

分銅をおろしてください｡

成分aを67%はかりこんでください｡

MEMORYlを押してください｡

成分bを成分aのうえにつぎたしてください｡

MEMORYlを押してください｡

成分cを成分a, bのうえにつぎたしてください｡

MEMORYIを押してください.

L竺竺些+を押してください｡

もし100%でなければ成分aをつぎたしてく

ださい｡

空室亘]を押してください｡
正味総量がグラム単位で表示されます｡

-16-



(4) J旦壁劃

風袋引きを行うためのキーです｡

(注)このキーで測定条件の設定などはできません｡測定条件の設定などは天びん側のTARE

ボタンで行ってください｡

(5)匝]
天びん表示データを転送するキーです｡応用測定キー以外の接続機器がないときは何も

機能しません｡

接続機器がある場合は9.8項を参照してください｡

-17-



6.煤

6.1

守

校正(内蔵分銅の校正) ( 9.7の6)参照)

内蔵分銅は,工場出荷時に正確に校正してあり,ユ-ザ-で校正する必要ほありません｡し

かしユーザ-側で以下の手娼により校正を行うこともできますc正確な分銅をお持ちでない場

合,この校正機能を作動させますと,逆に測定値に誤差が生じます｡

ーO L7.'17I_1'L7':;I.

l'=I'E
P ,I E,I

LrBL

]=I-
/.a
J｢

∫ ∫

I'-7
- =I ='

_∫.L

I-1

”
- I--I-I
LJ. ∫

I-7-

,1-I.
II∫

I-I
,-

-

,u7_-jl

i-1l
-

,L7rlI

i-/
-

L7tJ=,L=

,i-I i-Ill,'lt_

LrRL
(2)

.'_-,'-7.i
a

rll I
L n L
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TAREボタンを3秒以上押してください｡

TAREボタンから手を離してください｡

この間は表示が変っていくのを見送ります｡

TAREボタンを押してください｡

校正モ-ドに入りました.

(1)
1) 150g±0.1mgの分銅をさらに載せ扉をし

めてください｡数秒待ってから, TAREボタ

ンを押してください｡

2),C]が消えます.



i.I-J'=;LL与

ド l｢ ∫
L n L

ーO LIL.L7J_1'L7Lt_r;I.

注 記

3)しばらくすると5があらわれます｡分銅

をさらからおろし扉をしめてください｡数秒

待ってからTAREボタンを押してください｡

4)5が消えます｡この後IL7が再びあらわれま

すので,1)から3)までの操作を繰り返してく

ださい｡

内蔵分銅の校正が終了しました｡引きっづき通

常の校正を行ってください｡校正を行わないと,

正しい測定値は得られません｡

(1)分銅に器差があるときは9.7の6)項を参照してください｡

(2)誤操作でこの機能に入ってしまった場合,
1- I-I l ll

LJ‾lI_ Jl

イッチをOFFにし, TAREボタンを押してください｡

イッチをONにして天びんを再始動させてください｡

6.2 ヒューズの交換

電源プラグを抜いてください｡

電源コネクタ
＼

＼
lF子

I-

ヒューズ

の表示があらわれた時点で電源ス

LLIIC:L
I 1
l=1

荊

が消えた後,電源ス

a;
1

-予備ヒューズ

u/Py

図13

ノダ

1

冒

-19-

ヒューズホルダ

この部分を(ヨドライバーで

引きおこして,コネクタより

ヒューズホルダをはずしますム

ヒュ-ズは必ず0.5Aのも

のを使用してください｡



6.3 電源電圧の変更

●

Ej
.◎◎

ワイヤ付プラグ

図15

6.4 天びんの移動

1)同一フロア内の移動

◎ 母

@

フック

図16

つり芯

○

●

電源コ-ドを抜きとった後,上ケース,ケ-ス

側壁をはずしてください｡

一上ケース

図14

ケース側壁

220Vへ切換えるとき, 220Vのプラグを抜きワ

イヤ付プラグを接続し,空いた端子にプラグを

接続してください｡

套垂亘このとき必ず電圧表示ラベルを,変更後の電圧
に訂正してください｡貼替用ラベルも御利用くだ

さい｡ 8項部品リスト参照｡

つり芯をフックからはずし,手で運んでください｡

-20-



2)手押車による移動

◎ ◎

◎功牢

つり芯

フック(畠ヂ

図17

つり芯をフックからはずしてください｡

輸送止メ穴よりドライバーを入れネジを止まるま

でしっかりと締めてください｡(ネジ頭が奥に入っ

た状態に締める)

輸送止メ穴

3)車を使っての移動

つり芯をフックからはずし輸送止メ穴からネジを止まるまでしっかりと締めてください｡

蛋≡芳0

図18

緩衝材

天びん購入時の梱包箱を用い,

上ケースを外して保護シート

をはさんだ後上ケースをかぶ

せ,ヒモをかけた後緩衝材を

両側からあて,梱包箱へ入れ

て,ガムテープで封印してく

ださい｡

4)貨物便を使う場合

車を使っての移動と同じく,梱包箱へ天びんを入れガムテープで封印してください｡
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7.故 障 対 策

表示に何もでない

F9＋i-7a i-7.a,'5'BB
o.;o

全セグメント点灯が30秒以

上続く

_

DL

＋

DL

I-I n I-1 nl-I
!J.リLI LILダー

センターゼロがすぐきえる

-●
-I

ゴ占.
Jリロコ
I I J_1>

安定インジケ一夕-がでない

最終桁がフラック

r rJ I

L n L

CALが3分以上でたままに
なる

i-fi-1Il_t- ,I

L-,% E,_3

Lr-F･7'L
EJ-3-I

-22-

電源がきていない｡

電源がONされていない｡

ケーブルがはずれている｡

停電中である｡

ヒューズが切れている｡

(ヒューズ交換前に電源電圧を確認する)

外部振動,気流のため天びんが安定しない｡安

定な台の上に置くか,風が当らないようにする｡

フックとさらがかかっていない｡フックとさら

をセットする｡

ひょう量オーバである｡試料をおろす｡

気涜がある｡

振動が多い｡

平均化時間を増やす｡ 5.4参照｡

外乱の少ないところに設置する｡

ガラス戸があいている｡

気涜,振動がある｡

電気ノイズ源が近くにある｡

気流,振動がある｡

気温変化が激しい｡

電源ON暗またはスパン校正時ガラス戸があい

ている｡ガラス戸をしめてください｡

電源ON暗またはスパン校正時さらに試料が載っ

ている｡試料をおろしてください｡

外部分銅を用いての校正時,外部分銅の質量が

間違っている｡



J
%

i-1 I_

I,-I- ,I

+ i-//-7LL7/7

如
～

′-■ヽ / ｢
%

rT
/ L. :

数字以外の記
号や表示が表
われる｡

%換算で-999.99%以下になっている｡復帰さ

せるには数字がでるまで,さらに分銅または試

料を載せてください｡

Err 1-9はハードウエアの故障です｡

Err NOを告げ,修理を依頼してください｡

ただちに電源スイッチをOFFにしてください｡

これは入出力コネクタより,調整用のコ･--ドが入力

されたためです｡この表示があらわれてから48時

間以内に電源スイッチをOFFにすれば,以後

正常に使用することができます｡ 48時間を越え

ますと,内部メモリーが破壊されてしまい,正

常な使用ができなくなります｡

電源コードをコンセントから抜いてください｡

その後電源コードをコンセントに接続してくだ

芋蔓峯ヰ…G6C≡芸…三三芸…1
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8.部品リ スト

8.1標準付属品

品名 部品番号 個数

さら 321-34079 1

電源コード 071-60815 1

天びんカバー 321-34353-01 1

ヒューズ0.5A 072-01012 1

2芯アダプタ 071-60813 1(日本国内専用)

8.2 特別付属品

品名 部品番号 備考

RS232Cインタフェ-ス 321-34769 形名IFB-101(ケーブル含む)

応用測定キー 321-34829-10 形名AKB-101(ケーブル含む)

ポケコンプリンタ 320-02144-14 形名CD-PCE650
(ケーブル,プリンタを含む

校正分銅 321-34953-10 150g轟差表付き

電子プリンタ- 321-34986 形名EP-50

8.3 補 修 部 品

品名 部品番号 備考

ガラス戸右 321-40307-02

SW,KHCIO906

0.5A

マーカート♯1801･0143(R)

ガラス戸左 321-40307-01

前面ガラス 321-34018-01

さらASSY 321-34079

レベルスクリュー 321-30020-01

表示基板ASSY 321-34089

基準電圧基板ASSY 321-33991

メイン基板ASSY(補修用) 321-34088-90

ボタン 321-34019-02

ボタンスイッチ 064-48201-03

水準器ASSY 321-34287

水準器フタ 321-34445-01

表示パネル 321-30031-01

ヒューズ 072101012

電源コード 071-60815

天びんカバー 321-34353-02

2芯アダプタ 071-60813

プリアンプ基板ASSY 321-40352-02

電源スイッチ 064-28227

電圧ラベル 321-40063-07 ACIOOV

電圧ラベル 321-40063-05 ACl17V

電圧ラベル 321-40063-08 AC220V

電圧ラベル 321-40063-06 AC240V
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品名 部品番号 備考

電源コード 071-60814-01 UL規格品

電源コード 071-60814-05.I EC向

ケーブル 320-01587-02 Efi-1026×420

ケーブル 320-01586-01 NH-1022×170

ケーブル 320-01587-01 EH-iO26×180

ケーブル 320-01588-01 EH-826×210

ケーブル 320-01589-0】. EH-726×120,

DIN8P

電源ASSY 321-34090

コネクタASSY 321-40833

コネクタASSY 321-40832 DIN7P

I上ケース 321-34010-92
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9.入 出 力

この天びんはTTLレベルのデータ入出力が標準で装備されています｡専用ポケコンプリンタま

たは専用プリンタが直結できるほか,オプションのRS-232Cインターフェースを用いて, RS-

232Cの入出力を利用することができ,パソコンその他の機器との接続が容易に行えます｡この項

ではRS-232Cの信号による外部機器とのコミュニケーションについて,説明いたします｡

9.1 インターフェースの接続

珍

令

図19

i

盲
匹]

A

::

ら

転∃

9.2 切換スイ ッチ

2種類のモードを切換えます.

注 記

/

/

④

○

/切換スイッチ

取付ネジ

RS232C用コネクタ

(D-SUB25P)

専用プリンタ用

コネクタ(DIN8P)

入出力用コネクタ(DIN8P)

@

1)取付ネジでRS-232C

インターフェースを背面

に固定してください｡

2) RS-232Cインターフェー

スからのコネクタをDATA

I/0に接続してください｡

3)切換スイッチをAヘス

ライドさせてください｡

モード 機能

A RS-232Cのみ使用する(D-SUBコネクタ)

B RS-232C,TTLレベル信号の両方を使用する-

(D-SUBコネクタとDINコネクタ)

1) RS-232Cのみを使用されるときは, Aモードに設定してください｡

2) Bモードは,電子プリンタEP-50とRS-232Cを併用する場合に設定してください.

この場合の詳細はインターフェースの取扱説明書をど覧ください.

9.3 データ転送速度

1200 BPS
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9.4 ピ ン 配 列

D-SUBコネクタの信号配列は次のとおりです｡

コネクタピンNo. 機能

1 F.G保安用接地端子

2 TXD送信データ

3 RXD受信データ

4 良TS

5 CTS

6 DSRデータセットレディ

7 S.G信号用接地

20 DTRデータターミナルレディ

Rc写≡トィンターフエース内で4と5は接続されています｡
DSR 天びんに対して,周辺機器が受信可能かどうかを伝える信号です｡天びんは,チ+

夕出力に先立ち,この信号をチェックし,極性(-)なら出力を留保し(データを保存)(＋)

になれば出力します｡但し連続出力モードでは(＋)時に出力タイミングとなったデー

タは出力されますが,ト)時に出力タイミングとなったデータは捨てられます｡

本来この信号の機能は,通信回線が準備できているか否かを知るためのDTR信

号に対する応答信号として使われますが, AEL-200では,周辺機器が受信可能か

どうかを知るためのビジー状態の入力信号線として使っています｡

DTR 天びんへのデータ入力許可中は極性(＋はなり禁止中はト)となります｡

本来この信号の機能は,相手機器に対して回線が準備されているかどうかの出力

信号ですがAEL-200では上記ビジー信号出力として使っています｡

9.5 デー タ 形式

1)デ タ 長 7ビット＋偶数パリティ,ストップビット1

2)データ出力値序

檀

性

数

辛

数

辛

数

字

小
数
点

数

辛

数

字

数

字

数

字

早

位
スペース CR

例 1 3 5 6 7 8 9

上記の如く,極性,数字(小数点),単位記号,

で出力されます｡
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3)データ入力順序

文
辛
CR または

文
辛
数
字
数
字
CR

例母匡] 例 回且B]匡司

の2種があります｡

CRの後にLFが付いている場合,無視します｡

9.6 接 続 方 法

9.6.1周辺機器としてエプソンHC-20の接続例を示します｡

1)切換スイッチをAにします｡

2)ケーブル接続

TXD 2

RXD 3

天 イ

び ン

ん
夕

側71

1

ス

RTS 4｢-0

･ー--内部で接続されています｡
CTS 5 Lイ)

DSR 6

DTR 20

CND 7

2 TXD

3 RXD

0 4RTS

局

辺

05CTS 側

6 DSR (HC-20)

7 DTR

1 CND

(HC-20側のDTRが-イインピーダンスのときは, HC-20が受信不可(ビジー状態)

をあらわしています｡)

3)タイミング(天びん側ピン名称で示します｡)

出 力 時

DSR OFF

DTR OFF

TXD ≒竜0 m

ON(＋)

ON(十)

4)参考プログラム

(4.1)測定値の自動プリント

丘'>77i,?Tt=l !コFJEt･<I.;JIコIt,幸三,
ll亡こ僻Lr3:,:'.ヰ

7EIE'.:'”

ヰi:llL:1Frf･=u【:FL3ら-I

ヰL:J.･1i3F.F:三トjT♯三,良書

ヰL3=i3 CLlコ'::E単三

ヰ昏dL?. rJFE卜!-'II- ,尊1''']:'t:吊き:
(.ヰ

7E lr'ij::･･
-I
: Ⅰr･jPリ丁♯1.,B享:こL!コt･=7L章

1

ヰis,ら串PGf<.IT･汀巨享:L戸R.'IHT巨富

ヰi:1壬Ei這CiTrJii3ヰ=1
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入 力 時

DTR

RXD

ON

-

RS-232C出力ポートを開く

)安定値自動出力の指定コードを送る
-

出力ポートを閉じる

一入力ポートを開く,データを受取り,入力ポート
を閉じる

- データをプリント



(4･2)応用測定キーの代用(症:データをプリントさせる場合は,そのためのプログラムが必

要です)

ヰ5L37rliiコFtE[･l]'7:ll-
,単三.,
--!=壬コ㌻弓i3:;:ヰ

アEl ≡:_'.l
J'

ヰ5li:1 I車jFリT肖事

ヰ5ニi:i P声:I.[.jT巷'1,六書

ヰ5=串 亡+〔だ:E幸三

ヰ5ヰ申i3'‡コ丁⊂輯5〔噌

←キーボードから%やGを入力( 9.7項の5参照)

-上記指定コードを送る

-出力ポートを閉じる

(4･3)連続して測定値をプリント(注:HC-20のBREAKキーを押すまセ止まりません)

5L3･f:lLIiコF(EJL･.:''1コ't..♯三..''f=.I:i;r=1.S: ,::ヰ
7El∈;:)山
5L:11L3 肖f･=u[噌三;I

5i3ユEI F-F.:If･1T幸三..只事

5壷コ申 亡+!二塩E幸三

･5L:1ヰ串
fコPE㌻･i'''I

”

,草i..
”l=L-i:r･･is,:i:..I:早

7El∈i:i
”

5i35i3 Ⅰ卜1PuT寺1..臣事: !=L;:iミE幸1
5L:jら昏 PF:ヱトiTE;葺;LFrR三トjT巨喜

5白TLTI GOTlj 5白ヰ白

-連続出力の指定コード

(4･4) HC-20のスペースキーを押す毎にプリント

らLli3J,i:iTJPEげ'tコ‖
,幸三,
1'C.'〔![･■担:i::ヰ

7El巨二1-.

らEll匂 白書=暮暮[:･LI15n

g13ヱ白 P毘ヱト汀♯三.,白書

畠中コ申 亡L!コ:=TE♯三

岳･riiヰLIlロF'Eilt'I
”

, ♯i..uC.!コ[Ll･=1=I:ヰ
7EIB::･

=
: Ⅰl･即+T♯1., B言;亡LLISE♯

1

r-:.L35L3･P/I:ヱトIT甘辛:LP荒:トjT∈i事

t,uらi=' I FこトIi:二:E!･('言=l川THEト姑z,:1弓申

占Ei7苧 Giコ丁亡!t-,i:1i3･,:1

- 1回だけ出力する指定コード

ーキーが押されれば抜け出す

9･6･2 周辺機器にIBM PC/AT又はNEC PC-9801VM2を用いる場合は次のようになります｡

1)切換スイッチをAにします｡

2)ケーブル接続

Dsub

25Pin

コネクタ

天びん側

TXD 2

RXD 3

DTR 20

DSR 6

SG7
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DTR

DSR

SG

IBM PC/AT又は

NEC PC-9801 VM 2



3)参考プログラム(]はスペースを示します｡)

スペースキーを押すごとにデータ転送｡

1. IBM PC/AT

IO OPEN]"COMl:1200,E,7, 1”]AS]#1

20 ZS=INKEY$

30 IF]ZS- `‥'++THEN++20

40 PRINTLJ#1, ”DO5”

50 INPUT]#1, A$

60 PRINT]A$

70 GOTO++20

80 END

2. NEC PC-98

10 0PEN]"COM:E71NN”]AS]脊1

20 ZS-INEEY$

30 IF]ZS-`‥']THEN]20

40 PRINT]#1, "DO5''

50 INPロT]#1, A$

60 PRINT]A$

70 GOTO++20

80 END

PC-98の場合,転送速度(1200BPS)はパソコン側のメモリスイッチを設定してください｡

(この場合の詳細はパソコンの取扱説明書をご覧ください｡)
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9.7 機 能

1)出力コントロール

シリアル入出力からの入力で,出力状態を指定することができます｡

指定コード 出力状態

DO9

Dot

出力せず(電源スイッチONでこの状態となります)DOl,DO2,DO6

の解除にも使います｡

約o.2秒毎に出力(測定値が大きく変化中,その他で周期は変動します)

DO2 約o.4秒毎に出力(同上)

DO5 1回だけ出力(指定コード受付毎)

DO6 安定後1回だけ出力(安定値自動出力モード)

但し,ひょう豊前の表示が0.5mg以下であり,ひょう量後の表示が

1.Omg以上のときに限られます｡

注 記

例

DOXの入力に対してd□X の表示がでます｡ただしDO5の場合のみdO⊆の表示は

出ず,ただちにデータが出力されます｡

ナ ココロJリ｢
- L._1._I I I I.

JJ｢亡
1コリリ

j
,_3_-731''-:I;I,

直5]5] [萱亘]を入力

安定後データを1回出力します｡

荏;以後DO6の状態が続きます｡

dこ泊の表示は1回しか出ません｡

2)メッセージ入力

外部コンピュータと天びんオペレータとの対話に用いられ, 100種のメッセージを送るこ

とができます｡

指定コード : POO-P99

例

j
,I_-7.i,cr,'L,I,5.

a 1-1 L-
メ リU

Jコ亡ロリ⊂
I+.+リJU.

＋
-

1 J._I I_I

P]旬斑匡]を入力

メッセージを読み取ったら天びんの風袋ボタン

を押します｡

メッセージP]逆風
スペース

れ,天びん表示にもどります｡
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3)風袋消去

指定コード : T

j !=-.'5'.,=-I,L5'7.

_o 江〇〇〇〇.

4)メニュー選択

固[亘亘]を入力

風袋消去される｡

指定コード 選択メユ

COL 自動校正スタート

CO2 平均時問1.6秒

CO3 〝3.2秒

CO4 〝6.4秒

CO5 安定検出0.1mg

CO6 〝0.3mg

CO7 ゼロドリフト補正ON

CO8 〝OFF

CO9 内蔵分銅校正スタート

CIO

Cl 1

自動校正ON

自動校正OFF

▲注意l &H18( 2進数の00011000)を誤って入力しないでください｡これは天びん調整用となっ

ており,このコードを入力すると
f 1_ll I-J

J_llI_ J_J
_
+=‾II の表示後異常な測定値となります｡誤まって入

力してしまった場合は, 48時間以内に電源スイッチをOFFにしてください｡電源スイッチを

再度ONにすれば元に復帰します｡ 48時間を越えると復帰できません｡

5)応 用 測 定

外部機器から指定コ-ドを入力しますと,各種の応用測定ができます｡

指定コード 応用測定機能 動作説明

% %換算 5｡6応用測定参照

G %からg単位への切換 5.6応用測定参照

A 動物測定 次の(1)動物測定の項参照

i 積込親定 次の(2)積込測定の項参照

M 正味総量測定 5.6応用測定参照

氏 正味総量表示とリセット 次の(3)項参照

注 記 各種測定モードの切替は,一度回匡司を入力して現在の測定モ-ドを解除した後,次の
測定モードを選択してくださいo
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i)動 物 測 定

小動物など,動くものの測定に便利です｡

測定例

由一

_ー. 0
J｢ J｢J｢ J｢ J｢
リ･ULJリリ.

ごナI:-I
,I.35517∫.

如

一○ (+･リリUリ.
J｢n nI｢J｢

-o L7.,9i;I.i;I,L7.

注 記

B]団を入力してくださ_い｡

幽ノマークが点灯します｡

この動物測定に設定中は,外部機器から出力コ

ントロールコードDo9,Doュ,DO2,DO5,DO6

を天びんに入力しないでください｡

容器があれば風袋引をしてください｡

試料を載せてください｡

試料が3･Omg以上で,安定インジケ一夕が出た

とき自動的に測定値が出力されます｡

試料をおろしてください｡

3･Omg以内のゼロドリフトならば,フンなどに

よる変化が生じても自動的に構正されてゼロが

表示されます｡

風[亘司を入力すれば,jヒコんマークが消え,

動物測定モードは解除されます｡

応用測定キーが接続されていればいっでも

[麺垂至]キーによりデータ転送ができます｡

%表示との併用はできません｡ %表示になっている場合はg表示にした後設定して

ください｡
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2)穫 込 測 定

小部品など多数の試料を測定するのに便利です｡自動的にメモリーへの記憶,データ

出九風袋消去が行なわれます｡この積込モードに設定中は,外部機器から出力コント

ロールコ-ドDO9, Doュ, DO2, DO5, DO6を天びんに入力しないでください｡

測定例

且｡

.I7.I7.17
r:Ir:1

U.LJL†リU.～

皇十,I-I,:-;I.ヨ古L=f5.

旦｡ L7.
i.7tL7
L7t7.

J

L=tL-7.t7占L=L5.

注 記

E]団を入力してください｡旦マークが点

灯します｡

試料を載せてください｡このとき試料は1mg

以上なければなりません｡

測定値が安定するとともに安定インジケ一夕が

表われ測定値が出力された後,風袋消去され,

次の試料を載せる用意がなされます｡

固匡司を入力すればノ旦マ-クが消え積み
込みモードは解除され,正味総量が表示されますo

応用測定キーが接続されていれば,直垂画

辛-により,データ出力されます｡

① 各種測定モードの切替は,一度匝]団を入力して現在の測定モードを解除

した後,次の測定モ-ドを選択してください｡

④ %表示との併周はできません｡ %表示になっている場合は, g表示にした後設

定してください｡

3)厨コ-ドの説明

このコードを天びんへ入力すれば,穫込測定,正味総量測定での総量が表示され,積込

測定,正味総量測定が解除され通常の測定状態に戻ります｡
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6)分銅誤差の入力

6･ 1校正(内蔵分銅の校正)時, "さら”にのせる150gの分銅が器差付のときにその誤差

を入力するために用います｡

指定コード

玉OO-99 誤差が＋のとき99は十0.99mgに相当

NOO-99 誤差が-のとき99は-0.99mgに相当

一度分銅の誤差が入力されますと,その値は,電源スイッチをOFFにしない限り保持され

ます｡内蔵分銅の校正を完了すれは入力した誤差が消えても以後の校正時誤差補正されます｡

電源スイッチONでEOOまたはNOOがセットされます｡

極性＋は"さら”にのせる分銅が150gより重い場合とします｡

極性-は"さら''にのせる分銅が150gより軽い場合とします｡

この機能は,ユーザ側で分銅管理が行なわれている場合に,その分銅値を基準とした校正

を行うために使用します｡正確に器差付けされた分銅をお持ちでないときは,使用しないで

ください｡

注 記 少なくとも150g±1mg以内に調整され,かっ器差付けされた分銅が必要です｡専

用の校正分銅がオプションで用意されています｡ ( 8.2項参照)

-35-



9･8 応用測定キー(AKB-101) L三竺竺+の説明

1)天びん表示データを転送するキーですが,出力コントロールコ-ドにより匡垣司の働き

は次のようにかわります｡

出力コントロールコードの

外部機器の状態設定
DO9 Doュ DO2 DO5 DO6

DTR(十) 働かない 働かない 働かない 転送 転送

DTRト) 働かない 働かない 働かない
※

表示ロック
※

表示ロック

注 記 (1)
,･Bで表示がロックしたときDTRが(＋)になれば転送しますo天びんの電源を入れなお

しても(コンセントを抜く)ロック解除します｡ロック中は電源SWのみOFFにして

も表示は消灯しません｡

(2)天びん始動後は,出力コントロールコードがDO9にセットされます｡デ-夕転送が

必要なときは,パソコン等より出力コントロールコードDO5かDO6を送出するか,また

はEト50を接続し,匡亘亘亘]キーを押してください｡

その後,応用測定キ- (AKB-101)の指南面可キーが有効になります｡

2)動物測定,積込測定が設定されているとき及びその解除後直垂丑也oNで外部機器の

DTRが州であれば,データを転送します.新たに出力コードを設定すれば上記1項の働

きになります｡

3)匡亘亘雪キ-を有効にするためだけのセット方法は,動物測定にセット後解除してくだ

さい｡即ち,回を一度セット後,画で解除します｡
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